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News Release 

城 北 信 用 金 庫 
令和２年３月２４日 

№ ０１－０２４ 
各 位 

城北信用金庫が川口市の子育て世帯を応援！ 
店舗建物内に認可保育園を開設 

城北信用金庫（本店：東京都荒川区 理事長：大前孝太郎）は、株式会社学研ココファン・ナーサリー
（本社：東京都品川区 代表取締役社長：小早川仁）と連携し、令和２年４月１日より、蕨支店 芝出張所
内に認可保育園「ココファン・ナーサリー川口芝」を併設いたします。なお、学研ココファン・ナー
サリーと金融機関との連携は、当金庫が初となります。 

 

 

 

 

 

■取り組みの背景 

埼玉県川口市は、東京都に隣接するベッドタウンとして子育て人口が増加しており、これに伴って
待機児童数増加への対応が課題となっています（平成２９年 4 月待機児童数４９名→平成３０年４月
待機児童数８２名）。特に当出張所の周辺エリアは、川口市より「平成３１年度 認可保育所整備事業
者の重点募集地域」に指定されており、保育所の必要性が高い地域となっていました。 

このような状況から、ＪＲ京浜東北線 蕨駅から徒歩６分の好立地にある当出張所に保育所を誘致し、
当金庫初の複合店舗へとリノベーションしました。質の高い保育サービスと安心して子どもを育てら
れる街づくりに取り組む学研ココファン・ナーサリーと手を携えることで、子育て世帯の多様なニー
ズに応えながら、地域の価値向上に貢献することができると考えております。  

■城北信用金庫の地域を活性化するコミュニティづくり 

今回の取り組みは店舗の遊休スペースを活用したもので、不動産コンサルティングを行う株式会社
ザイマックスのサポートを得て実現しました。これまでにも当金庫では、荒川区町屋の遊休施設をイ
ンキュベーションオフィスにするなど、地域課題に即したコミュニティ拠点の開発を行っています。 

今後も、地域の皆さまとコミュニケーションを密に図り、当金庫のさまざまな経営資源を地域の課
題解決に活用してまいります。 
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■学研ココファン・ナーサリーについて 

株式会社学研ココファン・ナーサリーは首都圏を中心に 4５園（令和２年４月現在）を展開する子育
て支援の総合事業会社です。学研グループのノウハウを活かし、子どもの発達過程や多様性に対応し
た「育てるチカラ」を引き出す保育プログラムを実践。さらには、コミュニケーション力や思いやり
などの社会性の発達に効果があるとして、子どもと高齢者による「多世代交流」に取り組んでいます。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
■園長・支店長コメント 

ココファン･ナーサリー川口芝 園長 鈴木 昌子 様 

「安心・安全な場所であるという基本的なことはもちろ
ん、あたたかい空気に満ちた保育園にしていきたいと思い
ます。他の先生方と一緒に、子どもたちや保護者の方、そ
して地域の皆さまにとって『やさしく、頼れる』場所をつ
くってまいります。」 

城北信用金庫 蕨支店 支店長 原 健一 

「子どもたちの笑顔あふれる環境が誕生したことに、無限の可能性を感じています。子育て世帯に
とって身近な頼れる存在となり、豊かな暮らしをサポートしてまいります。そして、地域のお客さま
に寄り添い、親子三世代で楽しくご来店いただけるような店舗運営にチャレンジしてまいります。」 

■認可保育園の概要 

名  称 ：ココファン・ナーサリー川口芝 
住  所 ：埼玉県川口市芝樋ノ爪 1-7-48（城北信用金庫 蕨支店芝出張所 2階） 

ＪＲ京浜東北線「蕨駅」東口 徒歩 6分 
運営形態 ：認可保育所 
実施事業 ：延長保育・障害児保育・産休明け保育 
対象年齢 ：0歳～就学前 
開園時間 ：7:30～20:30（延長保育 18:30～20:30） 
園児定員 ：70名 [予定] 
建物仕様 ：鉄骨造 2階建て・452.24㎡（保育園部分） 
開 園 日 ：令和２年 4月 1日(水) [予定] 

保育室の内装からは色･光･音などの刺激
を極力排除し、長時間園にいる子どもや
感覚過敏などの特性を持つ子どもも落ち
着いて過ごせるユニバーサルデザイン 

保育室間に可動間仕切りを採用し、園行事
などの用途に応じて、最大３部屋まで空間
を広げられるように。間仕切りの窓は、開
放感と保育士のスムーズな連携を考慮 

（左）鈴木園長・（右）原支店長 


